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１ 令和６年度基準改正事項（短期入所療養介護）  

短期入所療養介護に係る主な基準の改正事項を掲載します。各サービスに共通する改正事

項については別添の「共通説明資料」をご確認ください。 

(1) 総合医学管理加算の見直し  

 
 

(2) ユニットケア施設管理者研修の努力義務化  
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(3) 訪問系サービス及び短期入所系サービスにおける口腔管理に係る連携の強化  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

補足口腔連携強化加算について 

 ① 口腔連携強化加算の算定に係る口腔の健康状態の評価は、利用者に対する適切な口腔管
理につなげる観点から、利用者ごとに行われるケアマネジメントの一環として行われるこ
とに留意すること。 

 ② 口腔の健康状態の評価の実施に当たっては、必要に応じて、厚生労働大臣が定める基準
における歯科医療機関（以下「連携歯科医療機関」という。）の歯科医師又は歯科医師の
指示を受けた歯科衛生士に口腔の健康状態の評価の方法や在宅歯科医療の提供等につい
て相談すること。なお、連携歯科医療機関は複数でも差し支えない。 

 ③ 口腔の健康状態の評価をそれぞれの利用者について行い、評価した情報を歯科医療機関
及び当該利用者を担当する介護支援専門員に対し、「口腔連携強化加算に係る口腔の健康
状態の評価及び情報提供書」等により提供すること。 

 ④ 歯科医療機関への情報提供に当たっては、利用者又は家族等の意向及び当該利用者を担
当する介護支援専門員の意見等を踏まえ、連携歯科医療機関・かかりつけ歯科医等のいず
れか又は両方に情報提供を行うこと。 

 ⑤ 口腔の健康状態の評価は、それぞれ次に掲げる確認を行うこと。ただし、ト及びチにつ
いては、利用者の状態に応じて確認可能な場合に限って評価を行うこと。 

  イ.開口の状態 ロ.歯の汚れの有無 ハ.舌の汚れの有無 ニ.歯肉の腫れ、出血の有無 
ホ.左右両方の奥歯のかみ合わせの状態 ヘ.むせの有無 ト.ぶくぶくうがいの状態 
チ.食物のため込み、残留の有無 

 ⑥ 口腔の健康状態の評価を行うに当たっては、別途通知（「リハビリテーション・個別機
能訓練、栄養、口腔の実施及び一体的取組について」）及び「入院（所）中及び在宅等に
おける療養中の患者に対する口腔の健康状態の確認に関する基本的な考え方」（令和６年
3月日本歯科医学会）等を参考にすること。 

 ⑦ 口腔の健康状態によっては、主治医の対応を要する場合もあることから、必要に応じて
介護支援専門員を通じて主治医にも情報提供等の適切な措置を講ずること。 

 ⑧ 口腔連携強化加算の算定を行う事業所については、サービス担当者会議等を活用し決定
することとし、原則として、当該事業所が当該加算に基づく口腔の健康状態の評価を継続
的に実施すること。【留意事項通知抜粋】 
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(4) 利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方

策を検討するための委員会の設置の義務付け  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

補足 

利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を検討するた

めの委員会の開催 

・ 介護現場の生産性向上の取組を促進する観点から、現場における課題を抽出及び分析した 

上で、事業所の状況に応じた必要な対応を検討し、利用者の尊厳や安全性を確保しながら事

業所全体で継続的に業務改善に取り組む環境を整備するため、利用者の安全並びに介護サー

ビスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を検討するための委員会の設置及び開催に

ついて規定したものである。なお、３年間の経過措置を設けており、令和９年３月３１日ま

での間は、努力義務とされている。 

・ 本委員会は、生産性向上の取組を促進する観点から、管理者やケア等を行う職種を含む幅

広い職種により構成することが望ましく、各事業所の状況に応じ、必要な構成メンバーを検

討すること。なお、生産性向上の取組に関する外部の専門家を活用することも差し支えない

ものであること。 

・ また、本委員会は、定期的に開催することが必要であるが、開催する頻度については、本

委員会の開催が形骸化することがないよう留意した上で、各事業所の状況を踏まえ、適切な

開催頻度を決めることが望ましい。 

・ あわせて、本委員会の開催に当たっては、厚生労働省老健局高齢者支援課「介護サービス

事業における生産性向上に資するガイドライン」等を参考に取組を進めることが望ましい。

また、本委員会はテレビ電話装置等を活用して行うことができるものとし、この際、個人情

報保護委員会・厚生労働省「医療・介護関係事業者における個人情報の適切な取扱いのため

のガイダンス」、厚生労働省「医療情報システムの安全管理に関するガイドライン」等を遵

守すること。 

・ なお、事務負担軽減の観点等から、本委員会は他に事業運営に関する会議（事故発生の防止 

のための委員会等）を開催している場合、これと一体的に設置・運営することとして差し支

えない。本委員会は事業所毎に実施が求められるものであるが、他のサービス事業者との連

携等により行うことも差し支えない。また、委員会の名称について、法令では「利用者の安

全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担軽減に資する方策を検討するための委員

会」と規定されているところであるが、他方、従来から生産性向上の取組を進めている事業

所においては、法令とは異なる名称の生産性向上の取組を進めるための委員会を設置し、開

催している場合もあるところ、利用者の安全並びに介護サービスの質の確保及び職員の負担

軽減に資する方策が適切に検討される限りにおいては、法令とは異なる委員会の名称を用い

ても差し支えない。 

【解釈通知抜粋】 
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(5) 介護ロボットや ICT 等のテクノロジーの活用促進  

 

 

 

 

 

 

 

 

補足 

・ 以下の通知をご確認ください。 

「生産性向上推進体制加算に関する基本的考え方並びに事務処理手順及び様式例等の提示

について（令和６年３月１５日老老発 0315 第４号/令和６年３月２９日老高発 0329 第１

号）」 
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(6) 介護老人保健施設等における見守り機器等を導入した場合の夜間における人

員配置基準の緩和  

 

 

(7) ユニット間の勤務体制に係る取扱いの明確化  
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(8) 多床室の室料負担［令和７年８月１日施行］  

 
 

 

 

 

 

 

 


